
レントゲン探査等で配筋調査後に、鉄筋切断を回避して貫通処理を行う
ことを原則としていますが、やむを得ず鉄筋切断を回避できない場合は
別途建築工事にて開口補強を行うものとします。

質疑事項No

豊中市総務部契約検査課　TEL　06-6858-2075・2076
　　　　　　　　　　　　　　　 　　FAX　06-6858-7225
　　　　　　　　　　　　　　　　　 E-mail　keiyaku-kouji@city.toyonaka.osaka.jp

1

回　　　　答

図面NO.M-14コンクリートのコア抜きについて、レントゲン探査
後、鉄筋切断を回避した位置をダイアモンド穿孔するとあります
が、器具の配置や面台内部等で鉄筋を回避できない場合は、
どうなりますか

質疑・回答書

告示番号 件　　　　名 豊中市立東豊台小学校トイレ内装改修給排水衛生設備工事


